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令 和 元 年 度 第 ４ 回 香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 議 事 録  

 

                 令 和 元 年 ８ 月 ５ 日 (月 ) 

                  於：香 川 労 働 局 第 1 会 議 室  

 

出 席 者    公 益 側  東 、 籠 池 、 春 日 川 、 柴 田 、 松 田  

      労 働 者 側  大 島 、 瀧 、 立 石 、 土 田 、 中 村  

      使 用 者 側  綾 田 、 篠 原 、 友 國 、 濱 田 、 福 家  

 

議  題  （ １ ）  香 川 県 最 低 賃 金 の 改 正 決 定 に つ い て  

    （ ２ ） 特 定 最 低 賃 金 改 正 決 定 の 必 要 性 の 有 無 の 答 申 及 び

特 定 最 低 賃 金 改 正 決 定 に つ い て （ 諮 問 ）  

（ ３ ）  そ の 他  

 

【 賃 金 室 長 】 第 ４ 回 香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 の 開 催 に あ た り 、本

日 の 委 員 の 出 席 状 況 に つ い て 御 報 告 い た し ま す 。  

本 日 は 、全 委 員 が 御 出 席 で ご ざ い ま す の で 、最 低 賃 金 審 議 会 令 第

５ 条 第 ２ 項 に 定 め る 定 足 数 を 満 た し て お り 、本 審 議 会 が 成 立 し て い

る こ と を 御 報 告 い た し ま す 。  

本 日 お 配 り し て お り ま す 資 料 の 確 認 を 御 願 い 致 し ま す 。  

１  香 川 県 最 低 賃 金 の 改 正 決 定 に 関 す る 報 告 書 (写 ) 

２  香 川 県 最 低 賃 金 の 改 正 決 定 に つ い て (答 申 )(写 ) 

３  最 低 賃 金 の 改 正 決 定 の 必 要 性 の 有 無 に つ い て （ 報 告 ） (写 ) 

と な っ て お り ま す 。 不 備 等 は ご ざ い ま せ ん で し ょ う か 。  

そ れ で は 柴 田 会 長 、 議 事 の 進 行 を 御 願 い い た し ま す 。  

【 柴 田 会 長 】 た だ 今 よ り 、第 ４ 回 香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 を 開 催

い た し ま す 。  

そ れ で は 、 議 題 （ １ ） の 「 香 川 県 最 低 賃 金 の 改 正 決 定 に つ い て 」

に 入 り ま す 。  
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本 年 度 の 香 川 県 最 低 賃 金 の 改 正 に つ き ま し て は 、本 日 の 本 審 の 前

に 開 催 し ま し た 専 門 部 会 に お い て 、全 会 一 致 の 結 論 を も っ て 局 長 へ

答 申 す る こ と が で き ま し た 。  

香 川 県 最 低 賃 金 の 審 議 に お き ま し て は 、慎 重 な 審 議 が 行 わ れ 、労

使 双 方 が お 互 い の 立 場 を 理 解 し 、全 会 一 致 の 結 論 を 出 す こ と が で き

ま し た 。各 委 員 の 御 尽 力 に 厚 く 御 礼 申 し 上 げ ま す 。有 難 う ご ざ い ま

し た 。  

こ れ ま で の 経 過 に つ い て 、 事 務 局 、 説 明 を 御 願 い し ま す 。  

【 賃 金 室 長 】 香 川 県 最 低 賃 金 の 改 正 に つ き ま し て は 、会 長 が お っ

し ゃ い ま し た よ う に 、専 門 部 会 に お き ま し て 、全 会 一 致 で 結 審 さ れ

ま し た 。  

そ こ で 、予 め 御 承 認 を い た だ い て お り ま し た「 専 門 部 会 の 決 議 を

も っ て 審 議 会 の 決 議 と す る 」と の 最 低 賃 金 審 議 会 令 第 ６ 条 第 ５ 項 の

適 用 に よ り 、 局 長 へ 答 申 を い た だ い た と こ ろ で す 。  

香 川 県 最 低 賃 金 の 改 正 決 定 に 関 す る 報 告 書 の 写 し と 答 申 文 の 写

し を 配 付 し て お り ま す が 、内 容 は 同 じ で ご ざ い ま す の で 答 申 文 に つ

い て 読 み 上 げ て 御 説 明 い た し ま す 。  

【 賃 金 室 長 補 佐 】  そ れ で は 答 申 文 を 読 み 上 げ ま す 。  

令 和 元 年 ８ 月 ５ 日  

香 川 労 働 局 長  本 間  之 輝  殿  

香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 会 長  柴 田  潤 子  

香 川 県 最 低 賃 金 の 改 正 決 定 に つ い て （ 答 申 ）  

当 審 議 会 は 、 令 和 元 年 ７ 月 ８ 日 付 け 香 労 発 基 0708 第 ４ 号 を も っ

て 貴 職 か ら 諮 問 の あ っ た 標 記 の こ と に つ い て 、慎 重 に 調 査 審 議 を 重

ね た 結 果 、 別 紙 １ の と お り の 結 論 に 達 し た の で 答 申 す る 。  

ま た 、 別 紙 ２ の と お り 平 成 20 年 ８ 月 ６ 日 付 け 中 央 最 低 賃 金 審 議

会 の 「 平 成 20 年 度 地 域 別 最 低 賃 金 額 改 定 の 目 安 に つ い て （ 答 申 ）」

の 考 え 方 に 基 づ き 最 新 の デ ー タ に よ り 比 較 し た と こ ろ 、 平 成 29 年

10 月 １ 日 発 効 の 香 川 県 最 低 賃 金 （ 時 間 額 766 円 ） は 、 平 成 29 年 度



3 

 

の 香 川 県 の 生 活 保 護 水 準 を 下 回 っ て い な か っ た こ と を 申 し 添 え る 。 

 当 審 議 会 と し て は 、政 府 に お い て 、中 小 企 業・小 規 模 事 業 者 の 生

産 性 向 上 等 の た め の 効 果 的 な 支 援 や 、取 引 条 件 の 改 善 等 に 積 極 的 に

取 り 組 む こ と を 強 く 要 望 す る 。  

別 紙 １  

香 川 県 最 低 賃 金  １ 適 用 す る 地 域  香 川 県 の 区 域  ２ 適 用 す る

使 用 者  前 号 の 地 域 内 で 事 業 を 営 む 使 用 者  ３ 適 用 す る 労 働 者  

前 号 の 使 用 者 に 使 用 さ れ る 労 働 者  ４ 前 号 の 労 働 者 に 係 る 最 低 賃

金 額  １ 時 間 818 円  ５ こ の 最 低 賃 金 に お い て 賃 金 に 算 入 し な い も

の  精 皆 勤 手 当 、通 勤 手 当 及 び 家 族 手 当  ６ 効 力 発 生 の 日  令 和 元

年 10 月 １ 日  指 定 日 発 効 と す る  

別 紙 ２  

香 川 県 最 低 賃 金 と 生 活 保 護 と の 比 較 に つ い て  

１  最 低 賃 金  (1) 件 名  香 川 県 最 低 賃 金  (2) 最 低 賃 金 額   

時 間 額 766 円  (3) 発 効 日  平 成 29 年 10 月 １ 日  

２  生 活 保 護  (1) 比 較 対 象 者  12～ 19 歳・単 身 世 帯 者  (2) 対

象 年 度  平 成 29 年 度  (3) 生 活 保 護 水 準（ 平 成 29 年 度 ） 生 活 扶

助 基 準（ 第 １ 類 費 ＋ 第 ２ 類 費 ＋ 冬 季 加 算 ＋ 期 末 一 時 扶 助 費 ）の 香 川

県 内 人 口 加 重 平 均 に 住 宅 扶 助 の 実 績 値 を 加 え た 金 額 （ 91,591 円 ）。  

３  生 活 保 護 に 係 る 施 策 と の 整 合 性 に つ い て  上 記 １ の （ 2） に

掲 げ る 金 額 の 1 箇 月 換 算 額 （ 註 ） と 上 記 ２ の （ 3） に 掲 げ る 金 額 と

を 比 較 す る と 、香 川 県 最 低 賃 金 が 下 回 っ て い る と は 認 め ら れ な か っ

た 。  

（ 註 ） 1 箇 月 換 算 額  766 円 （ 香 川 県 最 低 賃 金 ） ×173.8（ 1 箇 月

平 均 法 定 労 働 時 間 数 ）×0.823（ 可 処 分 所 得 の 総 所 得 に 対 す る 比 率 ）

＝ 109,567 円  

以 上 で ご ざ い ま す 。  

【 賃 金 室 長 】  次 に 答 申 後 の 事 務 手 続 に つ い て 御 説 明 い た し ま す 。 

異 議 申 出 公 示 は 令 和 元 年 ８ 月 ５ 日 、異 議 申 出 締 切 日 は 令 和 元 年 ８
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月 20 日 で ご ざ い ま す 。官 報 公 示 予 定 日 は 令 和 元 年 ８ 月 30 日 、指 定

発 効 日 は 令 和 元 年 10 月 1 日 の 予 定 で ご ざ い ま す 。  

な お 、８ 月 20 日 ま で に 異 議 申 出 が な さ れ た 場 合 に つ き ま し て は 、

翌 ８ 月 21 日 (水 )午 前 10 時 か ら 本 審 を 開 催 し て 、当 該 異 議 申 出 に つ

い て の 御 審 議 を い た だ く こ と と な り ま す の で 、日 程 の 確 保 を 御 願 い

い た し ま す 。 異 議 申 出 が な け れ ば 、 本 審 は 開 催 い た し ま せ ん 。  

 以 上 で ご ざ い ま す 。  

【 柴 田 会 長 】  よ ろ し い で し ょ う か 。  

特 に な け れ ば 、議 題 (２ )の「 特 定 最 低 賃 金 改 正 決 定 の 必 要 性 の 有

無 の 答 申 及 び 特 定 最 低 賃 金 改 正 決 定 に つ い て（ 諮 問 ）」に 入 り ま す 。  

事 務 局 、 説 明 を 御 願 い し ま す 。  

【 賃 金 室 長 】 本 件 に つ き ま し て は 、８ 月 １ 日 の 第 ３ 回 本 審 に お き

ま し て 、局 長 か ら「 改 正 決 定 の 必 要 性 の 有 無 に つ い て 」の 諮 問 を さ

せ て い た だ き 、そ の 後 開 催 し ま し た 運 営 小 委 員 会 に 付 託 し て 審 議 を

し て い た だ い た と こ ろ で す が 、そ の 結 果 が 御 手 元 の 資 料 の と お り 取

り ま と め ら れ て お り ま す の で 事 務 局 か ら 御 報 告 申 し 上 げ ま す 。  

【 賃 金 室 長 補 佐 】  そ れ で は 運 営 小 委 員 会 報 告 文 を 読 み 上 げ ま す 。 

令 和 元 年 ８ 月 １ 日  

香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 会 長  柴 田  潤 子  殿  

香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 運 営 小 委 員 会 委 員 長  柴 田  潤 子  

最 低 賃 金 の 改 正 決 定 の 必 要 性 の 有 無 に つ い て （ 報 告 ）  

当 運 営 小 委 員 会 は 、令 和 元 年 ８ 月 １ 日 香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 に

お い て 付 託 さ れ た 標 記 に つ い て 、関 係 資 料 の 検 討 、関 係 労 使 の 意 見

聴 取 等 、慎 重 に 審 議 を 重 ね た 結 果 、下 記 の 結 論 に 達 し た の で 報 告 す

る 。  

な お 、本 件 の 審 議 に 当 た っ た 運 営 小 委 員 会 の 委 員 は 、別 紙 の と お

り で あ る 。  

 記  

１  香 川 県 冷 凍 調 理 食 品 製 造 業 最 低 賃 金 に つ い て 改 正 決 定 す る こ
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と を 必 要 と 認 め る 。  

２  香 川 県 は ん 用 機 械 器 具 、生 産 用 機 械 器 具 、業 務 用 機 械 器 具 製 造

業 最 低 賃 金 に つ い て 改 正 決 定 す る こ と を 必 要 と 認 め る 。  

３  香 川 県 船 舶 製 造・修 理 業 ，舶 用 機 関 製 造 業 最 低 賃 金 に つ い て 改

正 決 定 す る こ と を 必 要 と 認 め る 。  

４  香 川 県 電 子 部 品・デ バ イ ス・電 子 回 路 、電 気 機 械 器 具 、情 報 通

信 機 械 器 具 製 造 業 最 低 賃 金 に つ い て 改 正 決 定 す る こ と を 必 要 と

認 め る 。  

別 紙  

公 益 代 表 委 員  東  圭 介 、 籠 池  信 宏 、 柴 田  潤 子  労 働 者 代 表 委

員  大 島  幹 敏 、 立 石  猛 、 中 村  亨  使 用 者 代 表 委 員  篠 原  敬 周 、

濱 田  徹 、 福 家  正 一  

 以 上 で ご ざ い ま す 。  

【 柴 田 会 長 】 た だ 今 の 報 告 文 に つ い て 何 か 御 質 問 、御 意 見 等 は ご

ざ い ま せ ん か 。  

（ 各 委 員 よ り 「 あ り ま せ ん 」 の 声 あ り ）  

【 柴 田 会 長 】  た だ 今 の 報 告 文 に つ い て 、 御 承 認 い た だ け ま す か 。 

（ 各 委 員 よ り 「 異 議 な し 」 の 声 あ り ）  

【 柴 田 会 長 】 運 営 小 委 員 会 報 告 に つ い て 御 承 認 い た だ き ま し た の

で 、こ の 内 容 で 本 審 議 会 か ら 局 長 あ て に 答 申 す る こ と と い た し ま す 。 

 そ れ で は 、 事 務 局 、 答 申 文 （ 案 ） を 御 配 り し て 下 さ い 。  

(事 務 局 よ り 各 委 員 に 答 申 文 （ 案 ） 配 付 ) 

【 柴 田 会 長 】  皆 さ ん 御 手 元 に 行 き 渡 っ た で し ょ う か 。  

そ れ で は 、 事 務 局 で 読 み 上 げ て く だ さ い 。  

【 賃 金 室 長 補 佐 】  そ れ で は 答 申 文 （ 案 ） を 読 み 上 げ ま す 。  

 （ 案 ）   

令 和 元 年 ８ 月 ５ 日  

香 川 労 働 局 長  本 間  之 輝  殿  

香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 会 長  柴 田  潤 子  
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最 低 賃 金 の 改 正 決 定 の 必 要 性 の 有 無 に つ い て （ 答 申 ）  

当 審 議 会 は 、 令 和 元 年 ８ 月 １ 日 付 け を も っ て 最 低 賃 金 法 第 21 条

の 規 定 に 基 づ き 貴 職 か ら 諮 問 の あ っ た「 香 川 県 冷 凍 調 理 食 品 製 造 業

最 低 賃 金 」、「 香 川 県 は ん 用 機 械 器 具 、生 産 用 機 械 器 具 、業 務 用 機 械

器 具 製 造 業 最 低 賃 金 」、｢香 川 県 船 舶 製 造・修 理 業 ，舶 用 機 関 製 造 業

最 低 賃 金 」及 び「 香 川 県 電 子 部 品・デ バ イ ス・電 子 回 路 、電 気 機 械

器 具 、情 報 通 信 機 械 器 具 製 造 業 最 低 賃 金 」の 改 正 決 定 の 必 要 性 の 有

無 に つ い て 、慎 重 に 審 議 し た 結 果 、下 記 の と お り の 結 論 に 達 し た の

で 答 申 す る 。  

 記  

「 香 川 県 冷 凍 調 理 食 品 製 造 業 最 低 賃 金 」、「 香 川 県 は ん 用 機 械 器 具 、

生 産 用 機 械 器 具 、業 務 用 機 械 器 具 製 造 業 最 低 賃 金 」、｢香 川 県 船 舶 製

造・修 理 業 ，舶 用 機 関 製 造 業 最 低 賃 金 」及 び「 香 川 県 電 子 部 品・デ

バ イ ス・電 子 回 路 、電 気 機 械 器 具 、情 報 通 信 機 械 器 具 製 造 業 最 低 賃

金 」 に つ い て 、 改 正 決 定 す る こ と を 必 要 と 認 め る 。  

以 上 で ご ざ い ま す 。  

【 柴 田 会 長 】  御 異 議 ご ざ い ま せ ん で し ょ う か 。  

（ 各 委 員 よ り 「 異 議 な し 」 の 声 あ り ）  

【 柴 田 会 長 】  そ れ で は 、 こ の 内 容 に よ り 、 局 長 に 答 申 し ま す 。  

(会 長 か ら 局 長 へ 答 申 文 を 手 交 ) 

【 本 間 労 働 局 長 】 た だ 今 は 、特 定 最 低 賃 金 の 改 正 決 定 の 必 要 性 の

有 無 に つ き ま し て 、運 営 小 委 員 会 で の 御 審 議 を 経 て 、速 や か な 答 申

を い た だ き 誠 に 有 難 う ご ざ い ま し た 。  

こ の 答 申 を 尊 重 し ま し て 、特 定 最 低 賃 金 額 の 改 正 の 御 審 議 を 御 願

い す る 「 改 正 決 定 」 の 諮 問 を さ せ て い た だ き た い と 存 じ ま す 。  

こ れ ら ４ 業 種 に 係 る 特 定 最 低 賃 金 の 審 議 に つ き ま し て も 、ど う ぞ

よ ろ し く 御 願 い 申 し 上 げ ま す 。  

(局 長 か ら 会 長 に 改 正 決 定 諮 問 文 を 手 交 ) 

【 柴 田 会 長 】 事 務 局 は 諮 問 文（ 写 ）を 皆 さ ん に 御 配 り し て 下 さ い 。  
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(事 務 局 よ り 各 委 員 に 諮 問 文 （ 写 ） を 配 付 ) 

【 柴 田 会 長 】  皆 さ ん 御 手 元 に 行 き 渡 っ た で し ょ う か 。  

そ れ で は 、 事 務 局 で 読 み 上 げ て く だ さ い 。  

【 賃 金 室 長 補 佐 】  そ れ で は 諮 問 文 を 読 み 上 げ ま す 。  

香 労 発 基 0805 第 ６ 号  

令 和 元 年 ８ 月 ５ 日  

香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 会 長  柴 田  潤 子  殿  

香 川 労 働 局 長  本 間  之 輝  

最 低 賃 金 の 改 正 決 定 に つ い て （ 諮 問 ）  

最 低 賃 金 法（ 昭 和 34 年 法 律 第 137 号 ）第 15 条 第 ２ 項 の 規 定 に 基

づ き 、下 記 最 低 賃 金 の 改 正 決 定 に つ い て 、貴 会 の 調 査 審 議 を お 願 い

す る 。  

 記  

○  香 川 県 冷 凍 調 理 食 品 製 造 業 最 低 賃 金  

（ 平 成 20 年 香 川 労 働 局 最 低 賃 金 公 示 第 ３ 号 ）  

○  香 川 県 は ん 用 機 械 器 具 、 生 産 用 機 械 器 具 、 業 務 用 機 械 器 具  

製 造 業 最 低 賃 金  

（ 平 成 20 年 香 川 労 働 局 最 低 賃 金 公 示 第 ５ 号 ）  

○  香 川 県 船 舶 製 造 ・ 修 理 業 ， 舶 用 機 関 製 造 業 最 低 賃 金  

（ 平 成 20 年 香 川 労 働 局 最 低 賃 金 公 示 第 ２ 号 ）  

○  香 川 県 電 子 部 品 ・ デ バ イ ス ・ 電 子 回 路 、 電 気 機 械 器 具 、  

情 報 通 信 機 械 器 具 製 造 業 最 低 賃 金      

（ 平 成 20 年 香 川 労 働 局 最 低 賃 金 公 示 第 ４ 号 ）  

以 上 で ご ざ い ま す 。  

【 柴 田 会 長 】 た だ 今 の 諮 問 に 対 し 、何 か 御 質 問 等 は あ り ま せ ん か 。 

（ 各 委 員 よ り 「 あ り ま せ ん 」 の 声 あ り ）  

【 柴 田 会 長 】 そ れ で は 、４ つ の 業 種 の 特 定 最 低 賃 金 に つ い て 、改

正 決 定 の 諮 問 を 受 け る こ と と し ま す 。  

 こ の 審 議 に 当 た っ て は 、専 門 部 会 を 設 置 し 審 議 す る こ と と な り ま
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す が 、 事 務 局 、 こ の こ と に 関 し て 説 明 を 御 願 い い た し ま す 。  

【 賃 金 室 長 】 本 日 、４ つ の 特 定 最 低 賃 金 の 改 正 決 定 に つ い て の 諮

問 を 行 い ま し た の で 、 最 低 賃 金 法 第 25 条 ２ 項 に 基 づ き 、 そ れ ぞ れ

の 専 門 部 会 を 設 置 す る こ と に な り ま す 。  

 そ こ で 、本 日 、最 低 賃 金 審 議 会 令 第 ６ 条 第 ４ 項 に 基 づ き 、４ つ の

専 門 部 会 の 委 員 の 推 薦 公 示 を い た し ま す 。  

 専 門 部 会 の 委 員 に つ い て は 、 推 薦 の 締 切 り を ８ 月 21 日 (水 )と さ

せ て い た だ き ま す 。  

委 員 の 任 命 は 、各 専 門 部 会 と も 、労 使 そ れ ぞ れ ３ 名 ず つ と し 、昭

和 61 年 ２ 月 14 日 の 中 央 最 低 賃 金 審 議 会 答 申 で 示 さ れ た 運 用 方 針

（ １ (３ )ロ ）（「 平 成 31 年 度  最 低 賃 金 決 定 要 覧 」：P214）に 基 づ き 、

３ 名 の う ち 少 な く と も ２ 名 に つ き ま し て は 、関 係 す る 産 業 の 代 表 の

方 に お 願 い す る と い う こ と に な り ま す 。  

ま た 、本 日 、最 低 賃 金 法 第 25 条 第 ５ 項 及 び 同 法 施 行 規 則 第 11 条

第 １ 項 に 基 づ き 、 関 係 労 使 の 意 見 聴 取 の 公 示 を 行 い ま す 。  

意 見 を 記 載 し た 文 書 の 提 出 に つ き ま し て は 、 ８ 月 30 日 (金 )ま で

に 御 願 い で き れ ば と 思 い ま す 。意 見 聴 取 に つ き ま し て は 、従 来 か ら 、

参 考 人 の 意 見 書 に よ る 聴 取 と し て い る と こ ろ で ご ざ い ま す 。  

以 上 で ご ざ い ま す の で 、 よ ろ し く 御 願 い い た し ま す 。  

【 柴 田 会 長 】 今 説 明 が あ り ま し た よ う に 、４ つ の 特 定 最 低 賃 金 に

つ い て 専 門 部 会 を 設 置 す る と い う こ と 、各 専 門 部 会 の 委 員 の 推 薦 は

８ 月 21 日 (水 )ま で に 、 関 係 労 使 の 意 見 書 の 提 出 に つ い て は ８ 月 30

日 (金 )ま で に し て い た だ く と い う こ と 、そ し て 、参 考 人 の 意 見 聴 取

方 法 に つ い て は 、従 来 ど お り 意 見 書 の 提 出 に よ る と い う こ と で す が 、   

よ ろ し い で し ょ う か 。  

（ 各 委 員 よ り 「 は い 」 の 声 あ り ）  

【 柴 田 会 長 】 そ れ で は 、４ つ の 業 種 に つ い て 、各 専 門 部 会 を 設 置

し て 審 議 を す る こ と と い た し ま す 。  

ま た 、各 専 門 部 会 で の 参 考 人 意 見 聴 取 は 、意 見 書 の 提 出 に よ る こ
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と と い た し ま す 。  

 次 に 、 議 題 の （ ３ ）「 そ の 他 」 に 入 り ま す 。 何 か ご ざ い ま す か 。  

事 務 局 で 何 か ご ざ い ま す か 。  

【 賃 金 室 長 】 特 定 最 低 賃 金 の 各 専 門 部 会 の 委 員 の 任 命 手 続 き が 出

来 次 第 、メ ー ル 等 に て 各 専 門 部 会 の 日 程 調 整 を さ せ て い た だ き ま す 。 

第 １ 回 目 の 専 門 部 会 に つ き ま し て は 、会 議 室 の 状 況 を 勘 案 し 、４

つ の 業 種 の 合 同 部 会 と し て ９ 月 24 日 （ 火 ） の 開 催 を 予 定 し て お り

ま す 。  

ま た 、「 最 低 賃 金 の 審 議 の 進 め 方 等 」に よ り 、特 定 最 低 賃 金 の 効 力

発 生 日 に つ い て は 、令 和 元 年 12 月 15 日 を 努 力 目 標 と す る と さ れ て

お り ま す の で 、各 専 門 部 会 で の 答 申 は 10 月 16 日（ 水 ）ま で に 御 願

い す る こ と と な り ま す 。  

な お 、こ の 後 特 定 最 低 賃 金 専 門 部 会 に つ い て 連 絡 事 項 が あ り ま す

の で 、 公 益 委 員 の 方 は 残 っ て い た だ く よ う 御 願 い い た し ま す 。  

説 明 は 以 上 で す 。  

【 柴 田 会 長 】 た だ 今 の 説 明 に つ い て 、何 か 質 問 等 は あ り ま せ ん か 。 

事 務 局 の 方 で 何 か あ り ま す か 。  

【 賃 金 室 長 】  そ れ で は 、 局 長 か ら 御 挨 拶 申 し 上 げ ま す 。  

【 本 間 労 働 局 長 】 審 議 会 の 閉 会 に 当 た り ま し て 、一 言 、御 挨 拶 を

申 し 上 げ ま す 。  

香 川 県 最 低 賃 金 に つ い て は 、７ 月 ８ 日 の 本 審 議 会 に お い て 、改 正

諮 問 を 行 い 、 ７ 月 29 日 に は 関 係 者 か ら の 意 見 聴 取 、 ８ 月 １ 日 に は

中 央 最 低 賃 金 審 議 会 の 目 安 伝 達 を 行 い 、更 に 、専 門 部 会 に つ い て は 、

本 日 ま で に ４ 回 開 催 し 、 御 審 議 を い た だ き ま し た 。  

本 年 度 の 調 査 審 議 に お き ま し て は 、 令 和 元 年 ６ 月 21 日 に 閣 議 決

定 さ れ ま し た 「 経 済 財 政 運 営 と 改 革 の 基 本 方 針 2019 及 び 成 長 戦 略

実 行 計 画・成 長 戦 略 フ ォ ロ ー ア ッ プ・令 和 元 年 度 革 新 的 事 業 活 動 に

関 す る 実 行 計 画 」に 配 意 し つ つ 、県 内 の 、春 季 賃 上 げ 妥 結 状 況 等 の

各 種 の 情 勢 、厳 し い 中 小 企 業 の 経 営 環 境 、影 響 率 に つ い て 高 ま っ て
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き て い る こ と 等 、諸 般 の 事 情 を 総 合 的 に 勘 案 し て 、ま た 、中 央 最 低

賃 金 審 議 会 の 公 益 委 員 見 解 に つ い て も 十 分 に 参 酌 さ れ て 、真 摯 に 御

議 論 を 尽 く し て い た だ い た と 承 知 し て お り ま す 。  

公 益 の 先 生 方 の 粘 り 強 い 調 整 と 、労 使 各 側 委 員 の 御 決 断 に よ っ て 、

本 日 、792 円 を 26 円 引 上 げ る 818 円 に て 、全 会 一 致 の 結 審 に よ る 答

申 を い た だ く こ と が で き ま し た 。委 員 の 皆 様 に 、深 く 感 謝 を 申 し 上

げ る 次 第 で す 。 本 当 に 有 難 う ご ざ い ま し た 。  

今 後 は 、答 申 の 内 容 に 関 す る 異 議 申 出 等 の 手 続 を 経 た の ち 、速 や

か に 、 本 年 度 の 香 川 県 最 低 賃 金 を 決 定 し た い と 考 え て お り ま す 。  

本 日 は 、こ れ に 加 え ま し て 、４ 業 種 の 特 定 最 低 賃 金 に つ い て 、「 改

正 決 定 の 必 要 性 あ り 」と の 答 申 を い た だ き ま し た 。こ の こ と を 踏 ま

え て 、 金 額 改 正 の 審 議 を 御 願 い し た と こ ろ で す 。  

特 定 最 低 賃 金 は 、関 係 労 使 の イ ニ シ ア チ ブ に よ り 設 定 さ れ る も の

で あ り ま す か ら 、そ の 金 額 改 正 に つ い て は 全 会 一 致 が 、よ り 強 く 求

め ら れ る も の で あ り ま す 。  

是 非 と も 、全 会 一 致 で の 結 審 に 至 り ま す よ う 、関 係 労 使 の 御 努 力

を 御 願 い 申 し 上 げ 、甚 だ 簡 単 で す が 審 議 会 の 閉 会 の 挨 拶 と さ せ て い

た だ き ま す 。  

本 日 は 、 誠 に 有 難 う ご ざ い ま し た 。  

【 柴 田 会 長 】 あ り が と う ご ざ い ま し た 。そ れ で は 、こ れ を も ち ま

し て 第 ４ 回 香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 を 閉 会 と い た し ま す 。  

― ― 了 ― ―  


